
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 T3030 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 化学基礎 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 新編化学基礎（数研出版） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

化学基礎は２年次に開講します。まずは授業に遅刻せず出席するようにしましょう。また、教科

書・筆記用具・ノートやプリントを忘れず持参してください。 

この授業では身の回りの原子や分子などの小さな粒子について学習します。宇宙にはさまざまな

物質が存在しますが、それらを細かく分けていくと、すべての物質はたった１３０種類くらいの材

料で構成されています。それらの構造や繋がり方を学習することで、物質の特性を理解することが

できます。１つ１つ積み重ねて学んでいく科目なので、予習・復習をしっかりとしてください。ま

た、分数や小数、四則計算などもできるように復習しておいてください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

物質やそれらの変化に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行う

ことなどを通して、物質やそれらの変化を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり

育成することをめざす。 

（１）日常生活や社会との関連を図りながら、物質やそれらの変化について理解するとともに、科

学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

（２）観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。 

（３）物質やそれらの変化に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度と、生命を尊重し、

自然環境の保全に寄与する態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

物質やそれらの変化につい

て、基本的な概念や原理・

法則などを理解していると

ともに、科学的に探究する

ために必要な観察、実験な

どに関する基本操作や記録

などの技能を身に付けてい

る。 

物質やそれらの変化の中に問

題を見いだし、見通しをもっ

て観察、実験などを行い、得

られた結果を分析して解釈

し、表現するなど、科学的に

探究している。 

物質やそれらの変化に主体的

に関わり、見通しをもったり

振り返ったりするなど、科学

的に探究しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

第
１
編 

物
質
の
構
成
と
化
学
結
合 

第１章 

 物質の構成 

 

第２章 

 物質の構成粒子 

 

第３章 

 粒子の結合 

 

a:身の回りの物質や、物質を

構成している粒子、および

化学結合について理解し

ている。 

b: 身の回りの物質や、物質

を構成している粒子、およ

び化学結合について考察

することができ、それを表

現することができる。 

c: 身の回りの物質や、物質

を構成している粒子、およ

び化学結合について主体

的に探究することができ

る。 

 

小テス

ト 

定期考

査 

授業プ

リント 

実験 

観察 

など 

小テス

ト 

定期考

査 

授業プ

リント 

実験 

観察 

など 

授 業 へ

の取組 

授 業 態

度 

ノート 

授 業 プ

リント 

など 

後
期 

第
２
編 

物
質
の
変
化 

第１章 

 物質量と化学反応式 

 

第２章 

 酸と塩基の反応 

 

第３章 

 酸化還元反応 

 

a:化学反応における物質量

や質量、体積などの物理量

を定量的に理解している。 

b: 化学反応における物質量

や質量、体積などの物理量

を定量的に考察すること

ができ、それを表現するこ

とができる。 

c:化学反応について主体的

に探究することができる。 

 

小テス

ト 

定期考

査 

授業プ

リント 

実験 

観察 

など 

小テス

ト 

定期考

査 

授業プ

リント 

実験 

観察 

など 

授 業 へ

の取組 

授 業 態

度 

ノート 

授 業 プ

リント 

など 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


